






令和８年９月４日 

吹田市長 様 

 

事 業 主 株式会社梅新京橋不動産 

お問合せ先 株式会社ＣＡＳＴ－ＵＤ 

 

見 解 書 
 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、『（仮称）吹田市桃山台５丁目計画』に頂戴致しました意見書（No.1）に対して、下記の通

りご回答させていただきますので、ご高覧賜りますようお願い致します。 

謹白 

 

記 

 

（仮称）吹田市桃山台５丁目 計画につきまして投函されておりました「ご近隣の皆様へ」と

題する書面に関しまして懸念事項並びに改善要望について下記の通り意見を提出いたします。 

 

私は現在利用している舗装されていない里道について、これまでどおり継続して利用したいと

考えております。 

 

このたび、当該里道の一部について拡幅工事が予定されていると伺いました。しかし、本工事

によって従来の通行や利用に支障が生じることは、大きな影響を及ぼす為、容認できるもので

はありません。 

 つきましては、工事期間中においても、安全対策を講じたうえで、可能な限り従来通り通行

できるよう必要な処置を講じていただくことを強く要望いたします。やむを得ず一時的な通行

規制を行う場合には、その期間を最小限とするとともに、事前に十分な説明を行い、利用者の

配慮をお願いします。 

 また、工事完了後においても、これまでと同様に里道としての機能が維持され、従来通り利

用できる状態を確保していただくことを求めます。 

里道は地域住民が長年利用してきた生活道路であり、その利用が不当に制限されることのない

よう、利用者の立場を十分尊重した計画・施工を実施していただきますよう強く要望いたしま

す。 

 

回答） 本計画工事につきましては、施工者が決定次第、改めてご案内いたします。 

作業にあたっては、一般車両や歩行者の安全を最優先とし、既存里道のご利用に支障が

出ないよう配慮して進めてまいります。なお、通行規制が生じる場合は、近隣の皆様に

ご迷惑がかからないよう事前にお知らせいたします。 

また、既存の里道につきましては、工事完了後も車両や歩行者の通行に支障が生じない

よう計画致します。 本計画の区域外となる既存里道につきましては現状のまま維持し、

開発道路（拡幅・舗装箇所）との接続部分は、段差なく車両や歩行者がこれまで通り通

行できるよう接続いたします。 

 

以上 







令和８年９月４日 

吹田市長 様 

 

事 業 主 株式会社梅新京橋不動産 

お問合せ先 株式会社ＣＡＳＴ－ＵＤ 

 

見 解 書 
 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、『（仮称）吹田市桃山台５丁目計画』に頂戴致しました意見書（No.2）に対して、下記の通

りご回答させていただきますので、ご高覧賜りますようお願い致します。 

謹白 

記 

 

（仮称）吹田市桃山台５丁目 計画につきまして投函されておりました「ご近隣の皆様へ」と

題する書面に関しまして懸念事項並びに改善要望について下記の通り意見を提出いたします。 

 

私は現在利用している舗装されていない里道について、これまでどおり継続して利用したいと

考えております。 

 

１．事業計画の舗装されていない里道を車両通行して利用しております。この度、里道の一部

の拡幅工事を予定されていると伺いました。工事完了後を里道を従来どおり利用できるよ

う要望します。 

２. 里道の一部拡幅工事後は拡幅箇所は舗装されていると思われますが舗装されていない里道

との接道はどのようになるのか説明を求める。 

３. 里道拡幅箇所と舗装されていない里道との高低差について不明であるので説異を求める。

高低差をつけない事を要望する。 

 

回答）既存の里道につきましては、工事完了後も車両や歩行者の通行に支障が生じないよう計

画致します。 本計画の区域外となる既存里道につきましては現状のまま維持し、開発道

路（拡幅・舗装箇所）との接続部分は、車両や歩行者がこれまで通り通行できるよう段

差なく接続いたします。 

 

４.排水について整備する事。 

 

回答）排水計画につきましては、近隣の皆様にご不安やご迷惑をおかけすることがないよう、行

政と協議を行い、その指導に基づき適切に計画してまいります。何卒ご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

５.里道に接道できるよう、将来に開発の時に袋地にならないように要請する。 

 

回答）将来的にご懸念されているような袋地にならないよう、里道と接道する計画と致します。

工事完了後も、これまで通り自由に行き来していただけますので、ご安心ください。 

以上 
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